
１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田

畑 100a

1 千円 4 円
2 千円 5 時間
3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有
割 合

耐 用
年 数

年 千円
1 1 24
1 1 14

1 1 7
1 1 7
1 1 7
1 1 4
1 1 7

451

想想定定ししたた品品目目 スストトッックク（（ススププレレーー））

千円

19,282

5,328計

計
1,855

軽トラック 660ｃｃ 1,324 166
3坪 1,687 121

３ｐｓ 184 13
管理機

20ｐｓ
6.2ｐｓ 278 20

132
745

9,831 351連棟標準型ＡＰハウス・1,000㎡

農業総収入 2,039
農業経営費
農業所得

種類・規模 型式・構造・能力

１人当たり年間労働時間経営目標

取得価格

建
物
・
施
設

鉄骨・100㎡

702

年 間
償却額

10,208
275

１日当たり農業所得
1,337

9,451 394

経営・技術の特徴品目・栽培型及び規模

ストック 10 １．スプレー品種を栽培。
２．APハウス連棟、１月無加
温栽培。
３．自家育苗苗利用。
４．八重鑑別品種利用
５．ハウス裏作あり、減価償
却負担率50%
６．京阪神市場へ出荷

経営類型
家族
労働力

ストック（スプ
レー）

2

農
機
具

作業場・倉庫
連棟標準型APハウス

トラクター

動力噴霧機

冷蔵庫

−  442 −
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３．技術体系
（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

（育苗）
播種

８月上 2 18 36

育苗用土900ｌ
育苗箱発砲ス
ティロール140
箱
（30cm×50cm
×7cm）
簡易播種機
種子280ml

・種子10ｍｌを５箱にすじま
きにする。
・気温は２５℃以下に管理
する。

間引き
八重鑑
別

８月中 2 32 64

・１回目発芽遅れ生育の
悪いもの軽く間引く
・２回目は子葉が小さく、
葉色濃く、丸味をおびてい
るものを間引く。

育苗管理 灌水 1 2 2
・午前中に行う。
・定植前は控えめにする。

定植準備

耕うん整
地
土壌消
毒
元肥施
用

８月上～９
月中

トラクター
管理機

2 14 28

土壌消毒剤
支柱600本
フラワーネット
（15cm×6目6
条植え）
堆肥３ｔ
苦土石灰
100kg

・元肥窒素16kg、燐酸
16kg、加里12kg
・床幅90cm、通路50cm

ビニール
張り

８月下 4 4 16

定植 ９月上 4 20 80 寒冷紗

・播種後３～４週間、本葉
２～４枚で定植
・栽植距離12cm×6目に６
条植え
・24,000本/10a
・活着するまで寒冷紗被
覆を行う。

管理 灌水
９月上～
11月上

1 4 4
・生育初期は十分灌水し
て生育を促し、発蕾後は
やや乾燥気味にする。

管理
ネット上
げ

９月中～ 2 2 4
・生育に応じ早めにネット
を引き上げる。

管理 除草 ９月中～ 2 4 8

管理 摘心
12月上～
下

2 6 12
頂花の蕾が1.5～２輪開花
時、上位2番目の腋芽上
で摘心。

収穫・出荷
12月下～
１月

軽トラック 2 120 240
・上位分枝3.5輪開花した
時収穫する。

病害虫防
除

８月下～
11月

動力噴霧
機

1 24 24 ・県防除基準による。

後かたづ
け

２月 2 16 32

計 550

栽培技術 作業体系

作業の
種類

−  443 −
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